
                          

緑
の
ア
リ
が
夢
見
る
と
こ
ろ 

                                                                                                  
  

こ
れ
か
ら
こ
の
土
地
に
伝
わ
る
物
語
を
し
よ
う
。 

 

そ
れ
は
、
こ
こ
か
ら
歩
い
て
十
日
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
今
で
は
、
岩
と
土
が
掘
り
返 

さ
れ
、
小
さ
な
山
が
ア
リ
塚
の
よ
う
に
見
え
る
、
あ
の
土
地
の
こ
と
だ
。 

  

わ
し
ら
の
祖
先
は
、
四
万
年
前
の
昔
か
ら
こ
の
土
地
に
住
ん
で
き
た
。 

そ
こ
は
昔
か
ら
緑
の
ア
リ
の
住
む
と
こ
ろ
で
、
人
間
の
我
ら
が
立
ち
い
っ
て
は
い
け
な
い
場
所 

と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
わ
し
ら
の
祖
先
は
そ
こ
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
土
地
を
掘
れ
ば
、
ア
リ
達
の
家
が
壊
さ
れ
、
そ
う
す
れ
ば
、
彼
ら
が
わ
し
ら
の
世
界
を 

壊
し
、
ア
リ
た
ち
は
東
の
空
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。 

だ
が
そ
の
教
え
も
、
い
つ
か
時
が
経
ち
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

  

あ
る
日
、
そ
の
原
っ
ぱ
の
持
ち
主
に
な
っ
た
街
の
偉
い
人
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
地
面
の
下
に 

は
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
地
面
を
掘
り
返
す
と
言
っ
て
き
た
。 

わ
し
ら
は
反
対
し
た
が
、
裁
判
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。 

 

街
の
人
は
、
緑
の
ア
リ
が
混
じ
っ
た
土
と
岩
を
、
人
工
の
火
山
で
燃
や
す
た
め
の
長
い 

た
き
ぎ
を
作
り
、
そ
れ
を
火
山
に
投
げ
入
れ
て
風
を
起
こ
し
、
巨
大
な
風
車
を
ま
わ
し
て 

電
気
と
い
う
も
の
を
作
り
、
そ
れ
を
売
っ
て
大
儲
け
を
し
た
そ
う
だ
。 

我
ら
に
は
必
要
の
な
い
電
気
と
い
う
も
の
は
、
と
に
か
く
便
利
な
も
の
ら
し
い
。 

  

あ
る
時
、
そ
の
火
山
の
一
つ
が
地
震
で
壊
れ
、
爆
発
し
て
、
燃
料
の
た
き
ぎ
の
燃
え
カ
ス
が
、 

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
ば
ら
ま
か
れ
、
そ
の
灰
の
お
か
げ
で
病
人
が
た
く
さ
ん
出
て
、
死
者
も
出 

た
そ
う
だ
。 

  

そ
れ
か
ら
、
そ
の
火
山
の
近
く
の
街
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
街
に
も
誰
も
住
む
こ
と
が
で
き 

な
く
な
っ
た
。 

そ
の
火
山
か
ら
取
り
出
し
た
灰
は
地
中
深
く
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
。 

  

今
で
も
、
緑
の
ア
リ
の
燃
え
か
す
は
、
あ
の
地
面
の
奥
深
く
眠
っ
て
い
る
。 

  

緑
の
ア
リ
が
夢
見
る
と
こ
ろ
は
絶
対
に
掘
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

こ
れ
か
ら
何
十
万
年
も
の
間
。 

２
０
１
６
年
１
２
月
１
２
日 

オーストラリアアント-ウラン鉱石.pdf
http://www.rhythm-com.jp/jada/abori/movies_01.html


核燃料サイクルと 「もんじゅ」 
学習会 

2016年12月12日 須貝 



今日の学習会の内容 
○原子燃料サイクル、または核燃料サイクル 
  －核燃料サイクルとは 
       高速/低速、増殖/非増殖とは？ 
     核分裂と連鎖反応の原理 
             低速炉(軽水炉)と高速増殖炉との違い 
             低速炉(軽水炉)サイクル 
       高速増殖炉サイクル 
       高速増殖炉の内部 

 

○新聞報道の「核燃料サイクル」の問題とは 
○「もんじゅ」を巡る歴史 
○「もんじゅ」の廃炉問題 
○ 六カ所再処理工場の問題 
○核燃料サイクルを放棄し、クリーンエネルギーへ 
 



核燃料サイクルとは 

もんじゅ 
常陽 

六カ所村 

未定（１０万年保管） 

低速炉(軽水炉)サイクル（Au） 高速増殖炉サイクル（Pu） 

核兵器 

六カ所村 

六カ所村 

採鉱 
製錬 
転換 
濃縮 

成型加工 
燃料集合体 



高速/低速、増殖/非増殖とは？ 

プルサーマル 

(熱中性子) 



核分裂と連鎖反応の原理 
ウラン２３５の核分裂連鎖反応  
中性子を吸収したウラン235が、
ウラン236を経て、クリプトン92と
バリウム141に分裂した例。     
 (235+1 => 236 => 92+141+3) 

   E=ｍｃ2  =>  熱 
       （Δ ０.０８％） 
反応は指数関数的連鎖反応 
平均2 - 3個(平均2.5個)の新たな中性子が出る。
別のウラン235に再び吸収され、新たな核分裂
反応を引き起こすが、原発は１個だけ使用 



低速炉(軽水炉)と高速増殖炉との違い 

高速炉 

重水炉は重水使用      

FP: Fission Product:核分裂生成物      

質問１ 



質問１ 
高速中性子は時速７０Kmの車の 

何倍速い？ 

① ８万倍 
②１８万倍 
③５０万倍 
④１００万倍 



低速炉(軽水炉)サイクル 

もんじゅ 

六カ所村再処理工場 
竣工予定を２３回延期 

一般原子炉サイクル 一般原子炉（軽水炉型）原発 
 
- 軽水(重水に対して一般の水)使用 
-  中性子を減速して熱中性子を作る 
- 水蒸気を発生させてタービンを回す 
- 軽水で原子炉の熱を除去 
 

 一般の発電（核燃料） 

      燃料：ウラン(235＋238) 
-  プルサーマル発電（軽水炉で発電） 
燃料：MOX(Mixed Oxide)燃料 
(ウラン235/238＋プルトニウム239) 
MOX燃料は一度使用するとプルトニウム
の質が劣化し、二度目は使用できない 

 
 

海外から 

軽水炉型原子炉 
の二つの型   

福島県
大熊町
双葉町 



軽水炉型原子炉の二つの型 

沸騰水型原子炉 (BWR) 加圧水型原子炉 (PWR) 

非沸騰水型 



沸騰水型原子炉 (BWR) 

boiling-water reactor 

285℃/
70気圧 
N2あり 

（東電：東芝－日立系） 



加圧水型原子炉 (PWR) 
Pressurized-water reactor 一次系

325℃/ 
157気圧 
N2なし 

二次系
277℃/ 
61気圧 

非沸騰水型 

圧力容器 

（関西電力：三菱系） 



高速増殖炉サイクル 

もんじゅ 

六カ所村 
１０万年保管できる？ 

軽水炉サイクル 高速増殖炉サイクル 高速増殖炉 
 
- 中性子を高速のまま使用 

- 金属ナトリウムを使用 
- 水蒸気を発生させてタービンを回す 
 

   高速増殖炉 

燃料：ウラン238＋プルトニウム239  
 

- 使用した燃料以上のプルトニウムが得られる

ので、夢のエネルギーと言われている。 

核兵器 

プルトニウムは４８トン貯蔵、
長崎型原爆が 
約８,０００発作れる量。 

六カ所村 



広島原爆 
約50Kgの
ウラン235 
を使用 

Ｅ＝ｍｃ２ 

わずか
0.7g の質

量欠損か
ら生じたエ
ネルギー 
 
 

？ 



高速(増殖)炉内部 

六カ所村 

質問２ 



①ロシア 
②フランス 
③アメリカ 
④中国 

質問２ 
世界で一番初めに原発で発電した 

国はどこの国？  



一般の原子炉と増殖炉の燃料の違い 

もんじゅ 

FP:核分裂生成核種  MA:マイナーアクチニド（原子量89から103元素） 

MOX(Mixed oxide) 混合酸化物 濃縮ウラン 



新聞報道の核燃料サイクルの問題 

質問３ 



質問３ 
原燃輸送(株)の低レベル放射性廃棄物を
運搬する船の青栄丸の船員の年収は？  

①約  ５００万円 
②約１,０００万円 
③約１,５００万円 
④約２,０００万円以上 



核燃料サイクルの問題 
「もんじゅ」と「六カ所村の再処理工場」 
 

○２０１５年１１月１４日に規制委員会は文科省に対して「もんじゅ」の運営主体
の交替を勧告 日本原子力研究開発機構（JAEA)=>???? 

 

○政府は、運営主体が決まらず、「もんじゅ」を存続させるための追加支出に

国民の理解を得ることは難しいとの見方を出す。 (再稼働5,400億円) 
 

○９月２１日に関係閣僚会議を開き、「廃炉を含め抜本的な見直しをする」こと
を、今年（２０１６年）の年末までに確認する。=> 廃炉費用は国民 

 

○青森県六ヶ所村の日本原燃・原子燃料サイクル施設や、茨城県東茨城郡
大洗町にある、原子力機構(JAEA)の高速増殖炉実験炉、「常陽」などは引き
続き利用・維持 =>「常陽」再稼働=>規制委への申請 来年３月？ 
 

○使用済み核燃料の問題（＋プルトニウム：４８トン）＋処分場未定 
 

○プルサーマル発電：燃料製造は海外依存 
 

○政府は「もんじゅ」の廃炉を含めた抜本的な見直しを決めたものの、 
核燃サイクルは維持を宣言 ＝＞ 核武装の可能性を残す？ 米国？ 

 

https://goo.gl/k2R5OM
https://goo.gl/k2R5OM
https://goo.gl/k2R5OM
https://goo.gl/k2R5OM


核燃料サイクルの問題 
○再処理工場(青森県六カ所村)：トラブル続きで稼働見通し無し。 
 

○MOX燃料工場建設中（六カ所村、2019年度竣工予定） 
  これまでの２３年で２３回延期 
 

○「もんじゅ」中心の核燃料サイクルの費用：総額１２兆円。  
  （1966年～2015年：立地自治体への交付金は除く) 
 

○全核燃料サイクルの維持コスト：毎年１,６００億円 、 
費用：税金、電気料の一部、全て国民負担？=>過去の電気料が
安かったから、廃炉費用は新電力も負担？ 
 

○「もんじゅ」だけの維持費：ＸＸＸ億円／年 （電気代！） 
 

○「夢」のサイクル=>「金」のサイクル？ 
  （富山県敦賀市市長の演説 １９８５年 ＠石川県志賀町） 

 
 
 

質問４ 



質問４ 
金属ナトリウムを暖めるのに必要な 

一日の電気料金はいくら？ 

①約２,５００万円 
②約３,５００万円 
③約４,５００万円 
④約５,５００万円 



「もんじゅ」を巡る動き 
 
 
 

1983年          原子炉の設置許可 
1994年4月 初臨界（２２年前） 
1995年8月 初発電（２１年前） 
 
 
 
2010年5月 14年５ヶ月ぶりの試験運転再開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1995年12月 ナトリウム漏れ事故 

2010年8月 炉内で機器が落下 運転凍結 

2012年8月 機器の点検漏れが９６７９個 

2012年11月 機器の点検漏れが１万個 

以
降
、
運
転
で
き
ず
。 

稼働日数は、21年間で、 
たったの250日で、 
１兆円以上 



「もんじゅ」を巡る動き 
 
 
 

2013年5月 原子力規制委員会が原子力機構に運転禁止命令 
 
 
 
 
 
2015年11月  規制委員会が運営主体を代えるよう文部科学相に勧告 
 
 
                 
 
 

2013年6月 機器の点検漏れが２３００個 

政府が廃炉を含め、抜本見直し決定 

年末までに結論 

運
転
で
き
ず
。 

質問５ 



質問５ 
２１年間の稼働で、１兆円使って、 

これまでに何Wの電気を発電したのか？ 

① 発電なし 
② 約１年分 
③ 約３年分 
④ 約５年分 



「もんじゅ」の廃炉問題 
最近の新聞報道から 
 

○ 「もんじゅ」の廃炉： ３０年の期間と３,０００億円の費用 
  （日本原子力研究開発機構試算） 再稼働後なら５,４００億円以上 
 
○「もんじゅ」廃炉検討：５０億円（安全性の解析・評価・検討）  
－文科省が予算要求取り下げず。  行革本部：「不必要」と見直し指示 

 

○金属ナトリウム：炉心冷却材および、蒸気発生器循環材 
水と接触すると大爆発する。 廃炉まで一日の維持費は５,５００万円 
年２００億円 
 

○ 「もんじゅ」の代替炉： ＡＳＴＲＩＤ（アストリッド） 
  フランスとの共同開発、開発費を５,７００億円と発表、その半分の研究費

を日本が負担？ 「もんじゅ」の構造は複雑で、地震に弱い。 
  地震の多い日本で、この共同研究に意味がある？ 実験炉「常陽」(茨城
県東茨城郡大洗町：停止中）の再稼働検討(2017年再稼働申請) 



六カ所 これまでの経緯 
 
 
 

23回延期 

 ２３年前の１９９３年に着工 

２００９年１月末竣工予定 だった！ 

！ 



六カ所再処理工場の問題 
 

           ○1993年から建設開始＝＞2009年1月末竣工予定 
     =>2018年度に延期(7年間で23回延期）  
     (東海村の再処理工場の最大処理能力：ウラン210 ｔ/年を

置換する施設として建設された。） 
 
     ○建設費：7,600億円=>2兆1,930億円, 2.8倍 (2011年) 
 

      最大処理能力予定   ：ウラン800 ｔ/年、 
     使用済み燃料貯蔵量 ：ウラン3000 ｔ貯蔵 
             予定：430トンを処理して4トン前後のプルトニウム抽出 
              ＝＞最終的には40年間で総額12.6兆円必要 
 
             使用済み核燃料：1000トン／年 <= 処理できる訳がない 
     海外へ使用済み核燃料の処理を依存 
 



六カ所再処理工場の問題 
再処理のデメリット： 
 

-高レベル放射性廃液：原子力発電所に比べ、はるかに多い量の放射性物
質を放出 
 

-コスト：使用済核燃料を埋設処分する方式に比べると再処理にかかる費
用分が余計に必要 
 
- 厳重な放射線管理が必要:深層防護の奥にある原子炉とは異なり、再処
理工場では裸の核物質を広範囲に扱うため （例：1999年JOC事故） 

 

 

- 一時保管と中間貯蔵が必要：高レベル放射性廃液を固化体すると、内部
の放射性物質の崩壊によって常時約280℃を越える温度を持つため 、一
時保管場所で30～50年くらい中間貯蔵してから最終処分が必要 

 

 最終処分施設の建設は未定！！ 放射性廃棄物 



六カ所再処理工場から出る 
放射性物質(大気中） 

放射性廃棄物の環境への推定年間放出量（大気中へ流出：平成17 年） 

六カ所では、推定年間放出量と同じ量を放出管理
目標値に設定！ 

 
 
 
 
 

 
 
 

1京=1015 

1兆=1012 

1億=108 

 
 
 
 
 

89京  Bq 
560兆 Bq 
9.7兆 Bq 

17億Bq 

経産省データ 

ではクリプトン、
トリチウム意外
は基準外！ 

 

福島第一原発の放出管理の目標値 (年) 
Cs-134 + Cs-137の合計 
1.0×107 （Bq／時）＝ 876 億 Bq 

 
 
 
 

経産省の放出管理の目標値  
Kr-85：    89京  Bq 
H-3：    560兆 Bq 
C-14：      9.7兆 Bq 
I-129：        17億 Bq    

 
 
 



六カ所再処理工場から出る 
放射性物質(海洋） 

放射性廃棄物の環境への推定年間放出量（太平洋へ流出：平成17 年） 

放射性液体廃棄物の 
年間放出管理目標 
 

推定年間放出量と同じ量
を放出管理目標値に設
定！ 

 
 
 

1京=1015 

1兆=1012 

1億=108 

 
 
 
 
 

経産省データ 

ではプルトニ
ウムは基準よ
り高い！ 

 

１京９千  Bq 
5,500億 Bq 

23 億 Bq 



六カ所再処理工場から出る 
放射性物質 

六ヶ所再処理工場の稼働に伴う環境モニタリングへの影響（平成18 年） 

こ
れ
で
見
る
と
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
な

ど
の
経
験
か
ら
す
る
と
安
心
で
き
な
い
。 



核燃料サイクルを放棄し、 
クリーンエネルギーへ 

○核燃料サイクルが確立できたとしても、放射能廃棄物はた
まる一方（年間1000トン）。放射性廃棄物の処理も現時点

で不可能。 最終処分（地層処分）もあいまい。日本で１０
万年も管理できるか。 

 

○労働者の放射線被ばくは続く。 
 

○再処理工場からの放射能の漏洩問題。 
イギリスのセラフィールド社、広域的な海洋汚染、 
周辺住民らへの深刻な健康被害。 

 

○再処理工場での事故 ＝＞ 超大規模な原子力災害の可
能性＝＞近藤原子力委員長の原発事故での最悪シナリオ 

 

○核燃料の処分、廃棄のための研究は必要 
「もんじゅ」の維持費２００億円より一桁少ない予算で可能 

最後の
質問６ 

https://www.youtube.com/watch?v=BYl7_dkRNSU
https://www.youtube.com/watch?v=BYl7_dkRNSU
http://www.asahi-net.or.jp/~pn8r-fjsk/saiakusinario.pdf


質問６ 
地層が固まったのはフィンランドでは、    
１９億年前、フランスでは１億６千万年前、 
では日本の地層が固まったのは何年前？ 

①約３,０００万年前 
②約５,０００万年前 
③約７,０００万年前 
④約          １億年前 



破綻した核燃サイクルは
放棄して、 

クリーンエネルギー 
への転換を！ 

【狛江の放射能を測る会】 



 
 
 
 

ご静聴ありがとう 
ございました。 

 
 

狛江の放射能を測る会 
2016/12/12 須貝 


